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（1） 令和元年 7 月 15 日

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

5
月
10
日
（
金
）、
区
役
所
3
階

大
会
議
室
に
て
令
和
元
年
度
城
南

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
を

開
催
し
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
な

ど
53
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
　
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
総
会
開
催

　

は
じ
め
に
、
今
年
度
よ
り
会
長

に
就
任
し
た
内
原
悟
氏
か
ら
「
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
健
康
づ
く
り
、
生

き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
の

基
盤
を
作
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
後
も
会
員
み
ん
な
で
協
力
し
て

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
盛
り
あ

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
事
で
は
、
田
島
校
区

の
金
子
琢
一
郎
氏
が
議
長
に
選
出

さ
れ
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
、

平
成
31
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
収

支
予
算
（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
す

べ
て
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
事
の
終
了
後
に
は
今

年
度
の
役
員
の
紹
介
が
あ
り
、
一

人
ず
つ
意
気
込
み
を
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
内
原
氏
を
会
長

と
す
る
新
体
制
で
の
城
南
区
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
と
さ
ら

な
る
発
展
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

あいさつする

議長の金子氏

総会の様子

令和元年度令和元年度令和元年度　重点目標　重点目標　重点目標

１ 高齢者の健康づくり、生きがいづくり、
　  仲間づくり事業の推進

２ 会員増強運動の推進

3 友愛訪問活動の推進

新時代もともに
 クラブを盛りあげよう

新会長に内原悟氏（金山校区）
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

人
生
1
0
0
年
時
代

 

市
民
全
体
で
健
康
増
進
を

城
南
区
長 

渡
邊
　
恭
順

豊
か
な
毎
日
を
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

新
会
長
　
内
原
　
悟

早
く
も
盛
夏
の
候
と
な
り

ま
し
た
が
、
城
南
区
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

地
域
の
高
齢
者
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
「
健
康
・
友
愛
・
奉

仕
」
の
理
念
の
も
と
、
長
年

に
わ
た
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
な
ど
各
種
文
化
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
開
催
さ
れ
る
と

と
も
に
、
友
愛
訪
問
活
動
を

行
わ
れ
る
な
ど
、
高
齢
者
の

方
々
が
元
気
に
、
安
心
し
て
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
地
域
で

暮
ら
せ
る
よ
う
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
、
深
く
敬
意
を

表
す
も
の
で
す
。

福
岡
市
で
は
、
人
生

1
0
0
年
時
代
に
向
け
て
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
心
身
と

も
に
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
福
岡
1
0
0
」

に
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

城
南
区
に
お
き
ま
し
て

も
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
、

健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み

の
強
化
や
認
知
症
予
防
の
促

進
な
ど
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

活
躍
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様
に

は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
城
南
区
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
内
原
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
改
元
が
行
わ
れ
、
令

和
の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
令
和
と
は
、
英
語
で
表

現
す
る
と「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・

ハ
ー
モ
ニ
ー
」と
な
る
そ
う
で
、

美
し
い
調
和
の
あ
る
時
代
と

い
う
意
味
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

私
た
ち
城
南
区
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
は
、
諸
先
輩
の
ご

努
力
に
よ
り
、
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り

の
場
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通

じ
て
仲
間
づ
く
り
を
行
い
、
孤

立
す
る
こ
と
な
く
地
域
で
支

え
合
う
基
盤
を
作
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
生
き
が
い
づ

く
り
や
健
康
寿
命
を
延
ば
す

活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ

の
3
大
運
動
で
あ
る
「
健
康
」

「
友
愛
」「
奉
仕
」
の
も
と
、
楽

し
く
心
豊
か
な
老
後
を
目
指

し
て
活
動
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
役
員
、

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し

て
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

充
実
し
た
活
動
で
さ
ら
な
る
飛
躍
を

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

前
会
長
　
山
本
　
嚴

　

会
員
の
皆
様
に
は
お
健
や

か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す

暑
い
日
が
続
い
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
体
調
に
は
十
分
気
を

つ
け
て
い
た
だ
き
豊
か
な
毎

日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
、
私
は
城
南
区

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
27

年
度
か
ら
の
4
年
間
、
健
康

づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
な
ど

多
く
の
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
熱
心

に
ク
ラ
ブ
活
動
に
ご
参
加
い

た
だ
い
て
い
る
会
員
の
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
お
か

げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
改
め
て

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
現
代
に
お

い
て
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
ま

す
ま
す
重
要
な
も
の
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
は
、
今
後
も
引
き
続
き
活

発
な
ク
ラ
ブ
運
営
、
活
動
の

実
施
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

最
後
に
、
城
南
区
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま
す
ま
す

の
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
退

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

退
任
あ
い
さ
つ
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

実施日 行　　　事 対　象　者 会　　場

4

4日（木）会計監査 会長・会計・監事 城南区役所審査会室

10日（水）校区女性部長会 会長・副会長
校区女性部長 城南区役所大会議室

11日（木）第1回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

26日（金）三役会 会長・副会長等 城南区役所審査会室

5

10日（金）
第2回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

総会 単位クラブ会長
校区女性部長 城南区役所大会議室

13日（月）広報部会 広報部会員・庶務 城南区役所会議室

23日（木）市）第45回老人クラブ  
     通常総会

単位クラブ会長・
校区女性部長 福岡市民会館

6
4日（火）第3回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

7日（金）囲碁・将棋大会 高齢者 城南市民センター会議室

7

3日（水）第4回運営委員会 運営委員 城南保健所4会議室

8日（月）演芸大会 高齢者 城南市民センター

15日（月）広報紙「ふれあい」
第68号発行 会員等

25日（木）市）囲碁・将棋大会 区代表 市民福祉プラザ
601・602

8 5日（月）第5回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

9

4日（水）市）第57回高齢者
　 保健福祉大会 市高齢者 福岡市民会館

5日（木）
第 6 回運営委員会 運営委員 城南区役所中会議室

単位クラブ
リーダー研修会 

単位クラブ会長・
校区女性部長 城南区役所中会議室

10日（火）市）健康づくりリーダー     
     研修会 区推薦会員 市民福祉プラザ501外

12日（木）グラウンド・ゴルフ
代表者会議

会長・副会長・
体育部会員等 城南区役所中会議室

15日（日)  「老人の日」（老人週間 15 日～ 21 日）

16日（月) 社会福祉施設訪問事業 会 長・ 副 会 長・
女性部会員等 特養）油山緑寿園

中旬 社会福祉施設訪問事業 会 長・ 副 会 長・
女性部会員等 特養）飛鳥

20日（金)
全国一斉「社会奉仕の日」会  員 各校区

シニア教養講座
（写真教室①） 高齢者（一般公募）城南区役所会議室

実施日 行　　　事 対　象　者 会　　場

10

2日（水）

第 7 回運営委員会・
校区女性部長会

運営委員・
校区女性部長 城南区役所大会議室

ソフトダーツ講習会 運営委員・女性部長・
競技役員 城南区役所大会議室

3日（木）市）高齢者ゲートボール
     大会（予備日 4 日） 区代表チーム 山王公園

4日（金）グラウンド・ゴルフ
大会（予備日 8 日） 校区推薦代表 西南杜の湖畔公園

11日（金）シニア教養講座
（写真教室②） 高齢者 撮影会

（場所未定）

15日（火）広報部会 広報部会員・庶務 城南区役所中会議室

15日（火）

～

20日（日）
市）高齢者美術展 高齢者

（一般公募） 福岡市美術館

18日（金）シニア教養講座
（写真教室③） 高齢者 城南区役所大会議室

30日（水）市）高齢者グラウンド・ゴルフ   
大会（予備日31日） 区代表 舞鶴公園

11

5日（火）
第 8 回運営委員会 運営委員 城南区役所会議室

単位クラブ女性部長研修会 女性部長 城南区役所会議室

9日（土）

～
12日（火）

ねんりんピックわかやま 和歌山県

15日（金）シルバーバスハイク 高齢者
（一般公募） 行先　未定

22日（金）ソフトダーツ大会 高齢者 城南体育館　

12

3日（火）第 9 回運営委員会 運営委員 城南区役所小会議室

10日（火）シニアスポーツ交流会 高齢者 城南体育館

11日（水）市）女性部会研修会 区部会員・
推進員

市民福祉プラザ
402・ホール

1

1日（水）広報紙「ふれあい」
第 69 号発行 会員等

7日（火）第 10 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

23日（木）市）老人クラブリーダー
     養成研修会 区推薦会員 市民福祉プラザ 601

27日（月）

～

31日（金）
文化作品展 高齢者

（一般公募） 城南区役所１階ロビー

2
3日（月）第 11 回運営委員会 運営委員 城南区役所中会議室

4日（火）市）高齢者
　 ソフトダーツ大会 区代表 福岡市民体育館

3 5日（木）
第 12 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

友愛訪問説明会 友愛訪問班長等 城南区役所大会議室

城南区シニアクラブ連合会   行 事 予 定 表令和元年度

◎　運営委員会　10：00～
◎　運営委員会と同時開催の会議、研修会等は概ね13：30～
◎　市民センター、体育館等で実施する事業は事業ごとに事前にご案内します

開始時間について
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1　全国老人クラブ大会表彰
　　 （要件：活動が優秀な市町村老人クラブ）

部　　　　門 受賞団体名 代表者 校区
 優良老人クラブ表彰

（校区老連）
別府校区
老人クラブ連合会

大野　 晴信 別　府

2　福岡市老人クラブ連合会表彰「会員増強特別賞」
　　 （要件：単位老人クラブで会員数が前年度より 5 名以上増となる団体）

受賞団体名 代表者 会員増数 校区

 ふよう会  上和田　幸子 5 名増 鳥　飼

 南片江第一長寿会  山本　　嚴 5 名増 南片江

東油山むつみ会  永田　　泉 6 名増 南片江

3　城南区シニアクラブ連合会表彰「会員増強」
　　 （要件：単位老人クラブで会員数が前年度より 5 名以上増となる団体

　　　　　　新設老人クラブ、新設老人クラブのある校区老連）

受賞団体名 代表者 会員増数 校区

 ふよう会  上和田　幸子 5 名増 鳥　飼

 南片江第一長寿会  山本　　嚴 5 名増 南片江

 東油山むつみ会  永田　　泉 6 名増 南片江

シニアクラブ・トリヨン  堀　　充博
新設

（30 名増）
鳥　飼

 鳥飼校区
老人クラブ連合会

 諸岡　政義
新設クラブ
の校区老連

鳥　飼

■■ 福岡市老人クラブ連合会会長表彰 ■■

受賞者名 クラブ名 校　区

伊東　幸江 清流会 鳥　飼
内田　光之 福寿会 鳥　飼
大野　晴信 第一鶴寿会 別　府
土生　弘行 別府第四鶴寿会 別　府
辻野　　素 松山松寿会 金　山
内田　武夫 梅林東町福寿会 七　隈

老人クラブ育成功労者表彰（単位老人クラブ会長）

受賞者名 単位クラブ名 校　区

小野　やす子 ふよう会 鳥　飼

老人クラブ育成功労者表彰（校区女性部長）

役　職 校　区 氏　名 役　職 校　区 氏　名

会　長 金　山 内 原　　 悟

委　員

鳥　飼 森 田 美 智 子

副会長
堤 戸 高　 輝 美 田　島 金 子 琢 一 郎

女性部（七隈） 門 田　 行 子 長　尾 佐 嘉 田　 喬

庶　務 女性部（堤丘） 安藤 カズエ 南片江 山 本　　 嚴

会　計 女性部（鳥飼） 小野 やす子 堤　丘 石橋　 英明

監　事
別　府 大野　 晴信 女性部（別府） 末岡　 敬子

七　隈 丸田　 正博

令和元年度
城南区シニアクラブ連合会

運  営  委  員

　今年度も委員一丸とな
り、魅力的なクラブづく
りに努めてまいります。

令和元年度  老人クラブ表彰
（敬称略）

平成30年度  老人クラブ表彰
（敬称略）

受賞者名 役職名

山本　　嚴 理事
金子　琢一郎 理事
大野　晴信 理事

老人クラブ育成功労者表彰（市老連役員）

受賞クラブ名 代表者名 校　区

清流会 伊東　幸江 鳥　飼
りんどう会 諸岡　政義 鳥　飼
ふよう会 上和田　幸子 鳥　飼

優良老人クラブ表彰（単位老人クラブ）
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☆カウント・アップ☆
順　位 班 氏　　　名 校　区 得　点
優　勝 9 班 吉田　 邦道 城　南 593
準優勝 11 班 神園　 照子 城　南 496
第 3位 9 班 山本　 順子 南片江 481

特別賞　今大会の最高齢者は次の方々でした
男　性 小林　　岌 鳥　飼 92 歳
女　性 原田サツエ 七　隈 87 歳

☆アンダー・ザ・ハット☆　※各班優勝者
班 氏　　　名 校　区 班 氏　　　名 校　区

1 班 古賀　 修一 堤　丘 7 班 中村　 弘徳 城　南
2 班 大川　 博子 田　島 8 班 池田　 重幸 堤
3 班 瀧田　緋佐子 城　南 9 班 竹堂 　義夫 鳥　飼
4 班 白水　 宏典 七　隈 10 班 細川　美津枝 長　尾
5 班 原田　はやみ 城　南 11 班 野口　美保子 鳥　飼
6 班 丸田　 正博 七　隈 12 班 雲林院　亮介 堤　丘

大会結果（敬称略）

　

11
月
22
日
（
木
）、

城
南
体
育
館
に
て
ソ

フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
を

開
催
し
、
1
1
7
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
参
加
者
全

員
で
競
う
カ
ウ
ン
ト
・

ア
ッ
プ
と
、
班
別
の

個
人
戦
ア
ン
ダ
ー
・

ザ
・
ハ
ッ
ト
の
2
種

目
を
行
い
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
市
大

会
に
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
市

大
会
を
目
指
し
て
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は

狙
い
を
定
め
て
矢
を
放

ち
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。　

　

大
会
の
結
果
、
カ
ウ
ン

ト
・
ア
ッ
プ
で
は
、
城
南

校
区
の
吉
田
邦
道
さ
ん
が

5
9
3
点
と
い
う
高
得

点
で
、
他
の
方
を
大
き
く

引
き
離
し
て
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
は
少
な

い
ス
ペ
ー
ス
で
プ
レ
ー
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
得

点
を
暗
算
で
出
す
た
め
脳

ト
レ
に
も
な
り
ま
す
。
次

回
も
多
く
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

吉
田
邦
道
さ
ん
5
9
3
点

 

大
差
で
優
勝
！

　

3
月
4
日
（
月
）、
城

南
保
健
所
講
堂
に
て
平
成

30
年
度
友
愛
訪
問
説
明
会

を
開
催
し
、
56
ク
ラ
ブ
か

ら
56
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
福
岡
市
消

防
局
防
災
セ
ン
タ
ー
の
防

災
普
及
係
の
担
当
者
よ
り

「
防
火
・
防
災
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
講
話
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、
高
齢
者
が
気

を
つ
け
た
い
家
庭
や
地
域

で
の
防
火
や
ス
プ
レ
ー
缶

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
事
務
局
よ

り
友
愛
訪
問
活
動
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
平
成
30

年
度
の
実
施
報
告
書
や
平

成
31
年
度
の
実
施
計
画
書

に
つ
い
て
の
説
明
や
質
疑

応
答
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
城
南
区
役
所
よ
り
老

人
ク
ラ
ブ
補
助
金
に
つ
い

て
も
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

友
愛
訪
問
活
動

を
通
し
て
地
域
で

の
助
け
合
い
や
つ

な
が
り
を
大
切
に

し
、
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
が

今
後
さ
ら
に
求
め

ら
れ
ま
す
。
城
南

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
で
は
、
あ

た
た
か
な
心
で
よ

り
一
層
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

防
災
知
識
身
に
つ
け

 

地
域
に
安
全
を

平
成
30
年
度
　
友
愛
訪
問
説
明
会

︵
城
南
校
区
︶

福岡市消防局防災センターからの講話

中心に狙いを定めて

こ
れ
く
ら
い
の
角
度
で

投
げ
る
と
い
い
よ

城南区高齢者ソフトダーツ大会
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1
月
21
日
（
月
）
～
25

日
（
金
）、
区
役
所
1
階

ロ
ビ
ー
に
て
城
南
区
高
齢

者
文
化
作
品
展
を
開
催

し
、
絵
画
や
写
真
、
工
芸

な
ど
、
会
員
の
皆
さ
ん
の

力
作
23
点
を
展
示
し
ま
し

た
。

　

柔
ら
か
な
タ
ッ
チ
で
描

か
れ
た
絵
画
や
、
日
常
の

中
の
一
瞬
を
切
り
取
っ
た

写
真
、
細
部
ま
で
こ
だ

わ
っ
た
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン

グ
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど

が
ず
ら
り
と
並
び
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
創
作
意
欲
を

感
じ
ま
し
た
。

　

区
役
所
内
で
の
展
示
と

い
う
こ
と
も
あ
り
一
般
の

方
も
多
数
来
場
さ
れ
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
生
き
が
い

あ
ふ
れ
る
作
品
の
数
々
を

1
つ
1
つ
じ
っ
く
り
鑑
賞

し
、
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
創
作
し

た
自
慢
の
作
品
を
出
品
さ

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
次
回

も
ま
た 

多
数
の
出
品
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

城南区高齢者文化作品展

紙粘土「おひなさま」
門田　行子

素
晴
ら
し
い
作
品
の
数
々
に
感
動

ソープカービング「花かご」
永野　美恵子

三連水車
上原　喜進

　

11
月
15
日
（
木
）、

平
成
30
年
度
の
シ

ル
バ
ー
バ
ス
ハ
イ

ク
を
開
催
し
、
シ

ニ
ア
連
ス
タ
ッ
フ

7
名
を
含
む
城
南

区
内
の
65
歳
以
上
の
方
84

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
き
先
は
山
口

県
下
関
市
方
面
。
午
前
中

は
地
元
ガ
イ
ド
の
案
内
で

長
府
の
町
に
あ
る
功
山
寺

を
見
学
し
、
長
府
藩
や
長

州
藩
の
幕
末
の
歴
史
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

平
成
30
年
度
　
シ
ル
バ
ー
バ
ス
ハ
イ
ク

幕
末
の
歴
史
を
探
訪

 

知
識
深
ま
る
充
実
の
旅

功
山
寺
山
門

し
た
。
午
後
は
、
関
門
海

峡
に
臨
む
唐
戸
市
場
を
見

学
し
、
魚
の
町
で
あ
る
下

関
の
市
場
の
様
子
や
雄
大

な
関
門
海
峡
の
景
色
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

幕
末
の
歴
史
へ
の
知
識

を
深
め
た
り
美
し
い
景
色

を
堪
能
し
た
り
な
ど
、
充

実
の
バ
ス
ハ
イ
ク
と
な

り
ま
し
た
。

高杉晋作像功山寺仏殿

来場者の目を楽しませます
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前
任
者
の
勇
退
を
受
け
、

堤
地
区
3
単
位
ク
ラ
ブ
の
ま

と
め
役
に
就
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
指
導
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

堤
地
区
は
、
人
口

1
万
2
，0
0
0
人
、
世
帯

数
4
，0
0
0
の
中
規
模
の

校
区
で
す
。
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
割
合
は
29
％
で
、
上

昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

当
地
区
の
単
位
ク
ラ
ブ
が

よ
り
活
性
化
し
、
発
展
す
る

た
め
に
は
、
自
治
会
組
織
の

メ
ン
バ
ー
と
共
同
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と

　

2
月
23
日
（
土
）、
長
尾

公
民
館
に
て
開
催
し
た
高
齢

者
教
室
に
は
多
数
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
平
塚
先
生
の
巧

妙
な
話
術
と
指
導
に
会
場
は

笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
講
話
を
要
約
す
る

と
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
は
運
動
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
健
康
で
長
生
き
す
る
た

め
に
は
脳
を
活
性
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に

は
、
生
活
筋
力
の
向
上
が
鍵

で
す
。
生
活
筋
力
と
は
、
人

が
生
き
て
い
く
う
え
で
基
本

的
な
筋
力
の
こ
と
で
す
。
人

間
の
動
き
に
は
様
々
な
動
作

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
認

知
症
予
防
に
も
つ
な
が
る

「
ひ
ね
る
・
ね
じ
る
」
と
い
う

動
作
は
大
変
重
要
で
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。
体
の
中
で
第

2
の
脳
と
言
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
「
手
」
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
私
は
初
め
て
知

り
ま
し
た
。「
ひ
ね
る
・
ね

考
え
、
新
年
度
よ
り
、
正
式

に
自
治
協
議
会
の
一
員
と
し

て
加
入
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
自
治
協
よ
り
の
補

助
金
の
支
給
も
受
け
る
こ
と

が
決
定
し
、
財
政
面
の
強
化

も
図
る
こ
と
と
な
り
、
喜
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

定
例
的
に
開
催
さ
れ
る
自

治
協
の
会
議
に
も
正
式
に
参

加
し
、
他
の
部
会
の
皆
さ
ん

と
の
共
同
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

な
ど
も
見
込
ま
れ
、
単
位
ク

ラ
ブ
の
活
動
の
幅
が
広
が
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
自
治
協
と
共
同

で
、
シ
ニ
ア
層
を
対
象
に
し

た
音
楽
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
み
よ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、

会
場
の
都
合
も
あ
り
1
5
0

名
程
度
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

単
位
ク
ラ
ブ
に
は
、
企
画

か
ら
実
施
ま
で
の
役
割
分
担

を
願
い
、
参
加
者
の
集
約
な

ど
多
く
の
協
力
を
得
て
成
功

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
各
ク
ラ
ブ
と

話
し
合
い
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

何
か
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
で
、
参
加
意
識
を

高
め
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
活

性
化
へ
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
、
ま
ず
行
動
を
起
こ
す
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

自
治
協
へ
の
参
加
は
永
年

の
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
ク

リ
ア
し
た
こ
と
で
活
動
の
場

が
広
が
り
、
行
動
の
幅
も
広

が
り
ま
し
た
。
こ
の
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
し
て
、
よ
り
単
位

ク
ラ
ブ
の
発
展
の
た
め
に
努

力
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
お

互
い
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

じ
る
」
の
動
作
で
、
日
常
の

中
で
最
も
手
軽
に
で
き
て
か

つ
重
要
と
な
る
動
作
は
「
手

洗
い
」
で
す
。

　

両
手
を
こ
す
り
合
わ

せ
、
指
1
本
1
本
を
こ

す
り
、
爪
・
指
の
間
か

ら
手
首
ま
で
丁
寧
に
こ

す
り
洗
い
を
す
る
こ
と

が
大
切
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
風
邪
や
感
染
症

の
予
防
に
も
な
り
、
二

重
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
ジ
ャ
ン
ケ
ン

（
グ
ー
・
チ
ョ
キ
・
パ
ー
）

を
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で

競
争
し
あ
う
こ
と
も
良

い
方
法
で
す
。

　

脳
の
活
性
化
の
た
め
の
脳

ト
レ
は
「
お
し
ゃ
べ
り
・
集

中
力
・
敏
捷
性
」
を
高
め
る

練
習
を
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
2
時
間
の
講
話
で

は
全
身
を
使
う
運
動
の
実
践

ま
で
は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
時
間
を
忘
れ
さ
せ
る
素

晴
ら
し
い
講
話
で
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

「
楽
し
か
っ
た
」「
た
め
に

な
っ
た
」「
ま
た
聞
き
た
い
」

と
の
感
想
で
し
た
。

　

健
康
長
寿
の
秘
訣
で
あ
る

「
人
と
の
交
流
・
仲
間
と
す

る
運
動
」
の
実
践
を
通
し
て

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
の
増
強

を
期
待
し
、
次
の
講
話
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

単
位
ク
ラ
ブ
発
展
の
た
め

会
長
　
戸
高
　
輝
美
（
72
）

堤
地
区
　
堤
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
」

�

〜
楽
し
く
健
康
寿
命
を
の
ば
す
ヒ
ン
ト
〜

会
長
　
佐
嘉
田
　
喬
（
84
）

長
尾
校
区
　
第
一
朋
友
会

手を動かして脳を活性化
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生涯を地元で暮らしたい
黒田　幸久（80）

田 島 校 区 　 田 島 華 の 会

　

今
や
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
老
々
介
護
や
独
居
老

人
の
時
代
に
突
入
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
生
涯
を
地

域
で
暮
ら
し
た
い
と
の
思

い
は
強
い
が
、
ど
う
し
た

ら
可
能
に
な
る
の
か
に
挑

戦
し
た
の
が
こ
の
記
録
で

す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
よ
り
あ
い
の

森
」
で
、
4
年
ほ
ど
入
所
者

と
の
交
流
と
清
掃
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
毎
月
続
け
て
き
ま

し
た
。こ
の
こ
と
を
通
し
て
、

地
域
住
民
同
士
の
相
互
支
援

の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
は
じ
め
は
32
名
い
た

参
加
者
も
高
齢
化
な
ど
で
今

で
は
12
名
に
減
っ
て
い
ま

す
。
自
分
た
ち
の
老
後
の
厳

し
さ
を
知
る
思
い
が
し
て
い

ま
す
。
誰
し
も
ピ
ン
ピ
ン
コ

ロ
リ
を
願
い
な
が
ら
も
、
人

生
1
0
0
年
時
代
の
到
来

に
お
い
て
介
護
の
不
安
と
心

配
は
尽
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

健
康
長
寿
を
願
っ
て
い
ま
す

が
、
簡
単
に
は
い
き
そ
う
に

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
地
域
住

民
同
士
の
相
互
支
援
に
よ
っ

て
自
分
た
ち
へ
の
老
後
の
対

処
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
は
、
相
互
の
信
頼
関
係

の
育
成
こ
そ
が
特
に
必
要
に

な
る
で
し
ょ
う
。
遠
方
に
住

む
子
ど
も
や
兄
弟
た
ち
に
頼

る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
は
近
隣
の
シ
ニ
ア
同

士
で
の
相
互
支
援
関
係
こ
そ

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

幸
い
に
も
専
門
職
に
は

　

会
長
を
引
き
受
け
て
10
年

目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間

ず
っ
と
「
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ

に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
」
を
追
求
し
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
30
年
度
末
（
3

月
）
を
控
え
、
一
挙
に
5
名

が
脱
退
す
る
事
態
と
な
り

ガ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
一
体

な
ぜ
な
の
か
。
た
し
か
に
毎

年
同
じ
行
事
の
繰
り
返
し

で
、
参
加
す
る
方
は
決
ま
っ

た
顔
ぶ
れ
ば
か
り
で
、
参
加

し
な
い
方
は
全
く
参
加
し
な

い
。
こ
れ
で
は
参
加
し
な
い

方
に
と
っ
て
は
、
何
の
意
味

も
魅
力
も
な
い
の
は
至
極
当

然
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
4
月
に
開
い
た
役

員
会
議
で
「
い
ま
の
ク
ラ
ブ

に
魅
力
は
あ
り
ま
す
か
」と
、

単
刀
直
入
に
聞
い
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
「
義
理
で
入
っ

て
い
る
だ
け
だ
」「
町
内
に

い
る
か
ら
」
な
ど
の
意
見
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
た
だ
1

人
だ
け
が
「
入
っ
て
知
ら
な

い
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
た

の
が
よ
か
っ
た
」
と
感
謝
の

弁
。
つ
ま
り
、
役
員
で
も
魅

力
を
感
じ
て
い
な
い
と
い
う

状
況
で
す
。

　

現
在
、
地
域
で
は
公
民
館

を
中
心
に
高
齢
者
の
生
き
が

い
を
求
め
た
サ
ー
ク
ル
活
動

が
非
常
に
活
発
で
す
。
こ
れ

は
超
高
齢
社
会
を
迎
え
「
趣

味
を
生
か
し
た
、
人
と
の
交

流
が
い
か
に
大
切
か
」
を
高

「
よ
り
あ
い
の
森
」
の
村
瀬

所
長
さ
ん
と
職
員
の
方
々
が

い
ら
っ
し
ゃ
り
、
皆
様
の
ご

支
援
ご
指
導
の
も
と
、
協
力

の
輪
を
つ
な
げ
た
協
調
支
援

が
確
立
で
き
る
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
地

域
の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
へ
の

周
知
と
理
解
を
図
り
、
協
力

の
輪
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
相
互
支
援
の
必
要
性
へ

の
理
解
を
い
た
だ
き
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
進
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
会
員
仲
間

の
大
川
博
子
さ
ん
、
永
野
美

恵
子
さ
ん
へ
ご
相
談
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

齢
者
が
感
じ
、
そ
れ
を
求
め

て
い
る
こ
と
の
表
れ
だ
と
思

い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
も
同
じ
で

す
。
加
入
の
き
っ
か
け
は

様
々
で
す
が
、
加
入
し
て
行

事
に
参
加
し
て
い
る
仲
間
は

み
ん
な
元
気
で
す
。
そ
れ

は
、
ク
ラ
ブ
が
様
々
な
行
事

を
通
し
て
、
新
た
に
人
と
知

り
合
っ
て
交
流
し
合
い
、
お

互
い
に
元
気
を
も
ら
う「
場
」

に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
こ
に
こ
そ
、
ク
ラ
ブ
の

存
在
理
由
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
で
は
ど
う
し
た
ら
参
加

し
な
い
仲
間
を
参
加
さ
せ
、

新
し
い
仲
間
で
あ
る
会
員
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
毎
年
同
じ
行
事

の
繰
り
返
し
で
は
魅
力
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
。
知
恵
と
工
夫

を
こ
ら
し
て
見
つ
け
出
す
以

外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
な
け
れ
ば
「
ジ
リ
貧

状
況
」
は
抜
け
出
せ
な
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
当
た
り
前

の
こ
と
を
自
覚
し
、
新
し
い

魅
力
あ
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を

求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

魅
力
あ
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
求
め
て

会
長
　
加
茂
　
貞
司
（
76
）

田
島
校
区
　
田
島
1
丁
目
銀
杏
会

一
、
高
齢
者
の
生
活
実
態

二
、
老
人
施
設
の
見
学

三
、�

田
島
地
域
住
民
の
相
互

支
援
の
必
要
性
の
理
解

四
、
介
護
専
門
職
と
の
連
携

五
、�

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
育
成
と
体
験
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私
た
ち
の
千
歳
会
が
あ
る

梅
林
3
丁
目
は
、
お
よ
そ

3
0
0
0
坪
の
梅
林
緑
地
公

園
を
中
心
に
、
そ
れ
を
囲
む
よ

う
に
戸
建
て
の
住
宅
が
程
よ
い

間
隔
で
建
ち
並
ぶ
と
て
も
清
閑

な
住
宅
地
で
す
。
加
え
て
地
下

鉄
七
隈
線
梅
林
駅
、
都
市
高
速

野
芥
出
入
口
、
外
環
状
道
路
等

も
す
ぐ
そ
ば
に
位
置
し
、
交
通

ア
ク
セ
ス
も
抜
群
で
す
。
数
少

な
い
空
き
地
に
建
つ
住
宅
メ
ー

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

　

3
月
8
日
（
金
）、
中
学
校

の
卒
業
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

式
は
順
調
に
進
み
、
最
後
の
卒

業
生
代
表
に
よ
る
お
礼
の
こ
と

ば
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
代
表
の
生
徒
さ
ん
の

あ
い
さ
つ
も
淡
々
と
楽
し
か
っ

た
学
校
生
活
や
運
動
会
、
音
楽

発
表
会
、
修
学
旅
行
の
話
に
な

り
、
い
よ
い
よ
終
わ
り
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
次
の
言
葉
で
式
の

雰
囲
気
は
一
変
し
ま
し
た
。「
私

の
母
が
昨
年
の
秋
突
然
亡
く
な

り
ま
し
た
。
悲
し
み
の
日
々
が

過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
私

に
や
さ
し
く
声
を
か
け
て
く
だ

さ
り
、
元
気
づ
け
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
担
任
の
先
生
や
校
長
先

生
は
じ
め
、
全
て
の
先
生
方
、

そ
し
て
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
で
し

た
。
今
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

落
ち
こ
ん
で
い
た
私
を
立
ち
直

ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
声
を
つ
ま
ら
せ
な
が
ら
涙
声

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
の
こ
と
で
し
た
。
な
ん
と

激
励
の
拍
手
が
起
こ
っ
た
の
で

す
。
卒
業
式
の
答
辞
の
あ
と
で

拍
手
が
鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
の

美
し
い
公
園
で
あ
り
続
け
て
い

る
と
、
納
得
で
き
ま
す
。
千
歳

 
会
の
他
の
会
員
さ
ん
も
月
1
回

の
公
園
清
掃
に
精
を
出
し
て
い

ま
す
。感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

先
日
、
公
園
の
ト
イ
レ
補
修

に
来
ら
れ
た
業
者
の
方
よ
り

「
自
分
た
ち
は
仕
事
柄
多
く
の

公
園
や
ト
イ
レ
補
修
等
に
伺
い

ま
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
美
し
い
公

地
域
の
真
ん
中
は

緑
い
っ
ぱ
い
の
梅
林
緑
地

七
隈
校
区
　
梅
林
三
丁
目
千
歳
会 

丸
田
　
正
博
（
74
）

堤地区　東油山老人クラブ
 会長　本田　正郎（81）

感動の卒業式

で
す
。
私
の
周
り
の
方
々
を
は

じ
め
、
式
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

か
ら
す
す
り
泣
く
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
感
動
の
ひ
と
と

き
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
控
室
に
て
お

茶
を
飲
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
校

長
先
生
と
P
T
A
会
長
が
あ

い
さ
つ
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
部

屋
に
入
っ
て
来
る
な
り
お
2
人

と
も
声
を
出
し
て
泣
き
じ
ゃ
く

り
、
お
話
が
で
き
な
い
く
ら
い

で
し
た
。
最
近
学
校
で
の
い
じ

め
や
体
罰
な
ど
悲
し
い
事
件
を

よ
く
耳
に
す
る
だ
け
に
、
今
日

の
生
徒
さ
ん
の
感
謝
の
言
葉
に

感
動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す

ば
ら
し
い
卒
業 

式
に
参
加
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
中
学
校
の

先
生
方
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の

方
々
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

園
と
汚
れ
て
い
な
い
ト
イ
レ
は

見
た
こ
と
が
な
い
で
す
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
私
は
犬
と
散
歩

中
で
、
正
体
を
明
か
さ
ず
話
し

て
い
た
の
で
、
業
者
の
方
も
本

心
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と

て
も
嬉
し
く
清
々
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
公
共
の
場
所

も
日
頃
か
ら
き
れ
い
に
し
て
お

け
ば
ま
す
ま
す
き
れ
い
に
な
る

し
、
ま
た
逆
の
こ
と
も
言
え
ま

す
。

　

私
た
ち
の
町
内
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
梅
林
緑
地
が
、
こ
の
先

ず
っ
と
心
安
ら
げ
る
場
所
で
あ

り
続
け
る
よ
う
、
今
で
き
る
こ

と
を
後
世
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

美しい風景をこれからも

養
と
安
ら
ぎ
を
精
一
杯
与
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。
特
に
桜
が
終

わ
る
頃
に
は
、
く
す
の
木
の
一

斉
衣
替
え
が
始
ま
り
、
園
路
は

枯
れ
葉
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き

詰
め
た
よ
う
に
な
り
ま
す
。
落

ち
葉
を
済
ま
せ
た
く
す
の
木
に

は
淡
い
黄
緑
の
若
葉
が
生
い
茂

り
、
朝
日
に
映
え
る
姿
は
目
に

優
し
く
心
が
和
み
ま
す
。
秋
に

な
る
と
け
や
き
の
黄
色
と
は
ぜ

の
深
紅
が
、
そ
の
美
し
さ
を

競
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
鮮
や

か
に
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。
冬
の
雪
が
多
い
日
に
は
、

降
り
積
も
っ
た
雪
の
重
み
に
耐

え
き
れ
な
く
な
っ
た
枝
が
ド

サ
ッ
と
雪
を
落
と
し
、
そ
の
下

で
何
か
を
つ
い
ば
ん
で
い
た
野

鳥
が
驚
い
て
一
斉
に
飛
び
立
つ

光
景
を
目
に
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
原
稿
を
書
き
な

が
ら
公
園
に
目
を
や
る

と
、
落
ち
葉
を
掃
き
集

め
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
詰
め
て
い
る
、
2
名

の
千
歳
会
の
会
員
の

方
々
が
い
ま
す
。
ま
た
、

北
側
で
は
4
名
の
方
が

同
じ
よ
う
に
清
掃
に
励

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
方
々
の
お
か
げ

で
、
い
つ
誰
が
見
て
も

カ
ー
の
物
件
は
、
完
全
に
売
り

手
市
場
の
状
況
で
す
。

　

さ
て
、
冒
頭
に
紹
介
し
ま
し

た
梅
林
緑
地
に
つ
い
て
少
し
掘

り
下
げ
て
い
き
ま
す
。
こ
こ

は
、
弥
生
時
代
に
は
人
が
定
住

し
て
お
り
、
遺
跡
か
ら
は
当
時

の
生
活
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
出
土
品
が
発
掘
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
、
緑
地
に
は
何
種
類

も
の
樹
木
が
生
え
、
季
節
ご
と

に
自
分
の
存
在
を
認
め
て
も
ら

い
た
い
の
か
、
紅

葉
や
落
ち
葉
で
、

来
園
者
に
目
の
保
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今
年
は
暖
か
い
日
が
多
く
、

梅
の
開
花
も
例
年
よ
り
1
週
間

ほ
ど
早
い
の
で
は
な
い
か
と
予

想
さ
れ
ま
し
た
。昨
年
に
続
き
、

今
年
も
2
月
24
日
（
日
）
福
大

ト
ン
ネ
ル
南
側
広
場
で
、
鮮
や

か
な
ピ
ン
ク
の
し
だ
れ
梅
を
愛め

で
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か
に
梅
見

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

遠
く
は
唐
津
や
朝
倉
か
ら
も

来
場
さ
れ
た
と
聞
き
、
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。
み
ど
り
个
丘
地

区
の
方
々
よ
り
、
お
い
し
い
ぜ

ん
ざ
い
が
約
2
0
0
名
に
振

る
舞
わ
れ
、
梅
个
枝
餅
の
お
土

産
も
い
た
だ
き
に
ぎ
わ
っ
た
1

日
で
し
た
。
梅
林
地
区
の
方
々

が
協
力
し
心
を
1
つ
に
、
除
草

や
肥
料
や
り
を
行
う
な
ど
し
だ

れ
梅
を
慈
し
む
思
い
は
大
き
な

輪
と
な
っ
て
育
っ
て
い
ま
す
。

梅
の
木
の
そ
ば
に
は
梅
林
中
学

校
の
生
徒
さ
ん
や
一
般
の
方
々

の
俳
句
・
短
歌
も
掲
示
さ
れ
、

良
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
し
だ

れ
梅
の
木
の
下
で
楽
し
む
親
子

や
、 

い
す
に
腰
掛
け
て
お
だ
や

か
な
表
情
で
し
だ
れ
梅
を
愛
で

る
高
齢
者
の
方
々
の
姿
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
幸
い
な

こ
と
に
天
候
に
も
恵
ま
れ
ま

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

　

七
隈
校
区
に
は
、
趣
味
の
カ

ラ
オ
ケ
熱
が
高
じ
て
定
年
後
に

自
宅
を
改
装
し
立
派
な
音
響
設

備
を
揃
え
て
、
カ
ラ
オ
ケ
サ
ロ

ン
と
し
て
地
域
に
開
放
し
て
い

る
方
が
お
ら
れ
る
。
そ
の
方
の

歌
唱
力
に
は
遠
く
及
ば
ぬ
が
、

同
じ
楽
し
み
を
求
め
て
集
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー
が
、
お
の
お
の
好

き
な
歌
を
気
持
ち
良
く
歌
う
時

間
は
何
も
の
に
も
代
え
難
い
。

　

カ
ラ
オ
ケ
は
健
康
寿
命
を
延

ば
す
と
最
近
よ
く
耳
に
す
る

が
、
そ
れ
は
確
か
で
あ
る
と
実

感
し
て
い
る
。
次
々
と
出
る
新

曲
を
覚
え
る
こ
と
に
脳
が
活
性

化
し
、
懐
メ
ロ
も
昔
を
思
い
出

し
て
全
員
が
唱
和
で
き
る
。
大

声
を
出
す
こ
と
に
よ
り
肺
機
能

が
高
ま
り
、
頭
、
体
、
心
を

元
気
に
し
て
く
れ
、
ス
ト
レ
ス

解
消
に
も
一
役
買
っ
て
く
れ
る

と
い
う
お
ま
け
付
き
な
の
も
あ

り
が
た
い
。
現
に
私
の
母
も
94

歳
で
他
界
す
る
ま
で
、
元
気
に

歌
に
親
し
み
、「
三
婆
ト
リ
オ
」

と
言
わ
れ
、
同
年
輩
の
お
友
達

と
舞
台
に
も
立
ち
、
楽
し
げ
に

余
生
を
過
ご
し
た
。

　

私
の
属
す
る
七
隈
校
区
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
公
民

館
で
年
2
回
「
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

し
む
会
♪
」
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
大
変
好
評
で
あ
る
。
会
に

し
た
。「
梅
香
る
町
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
吉
田
由
良
代
表
の
お
話

に
よ
る
と
、
現
在
64
本
の
梅
の

木
も
、
年
内
に
は
梅
林
中
学
校

や
公
園
、
施
設
等
に
植
樹
さ
れ

て
1
0
0
本
近
く
に
な
る
そ

う
で
す
。
花
が
終
わ
り
、
3
月

16
日
と
21
日
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
梅
の

剪せ
ん
て
い定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
年

の
し
だ
れ
梅
の
景
色
が
楽
し
み

七隈校区　梅林東町福寿会
 会長　松本　美重子（76）

しだれ梅に魅せられて

七
隈
校
区
　
梅
林
三
丁
目
千
歳
会

 

会
計
　
阪
本
　
昌
代
（
76
）

カ
ラ
オ
ケ
健
康
法

で
す
。

　

平
成
も
4
月
末
で
終
わ
り
、

5
月
か
ら
は
新
元
号
「
令
和
」

に
な
り
ま
し
た
。
令
和
の
意
味

に
は
「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄

せ
合
う
中
で
文
化
が
生
ま
れ
育

つ
。
梅
の
花
の
よ
う
に
日
本
人

が
明
日
へ
の
希
望
を
咲
か
せ
る

国
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

参
考
に
「
令
和
」
の
選
定
理

由
と
な
っ
た
万
葉
集
の
抜
粋
を

書
き
留
め
ま
し
た
。

参
加
す
る
方
々
は
、
い
つ
も
よ

り
も
お
し
ゃ
れ
を
し
て
き
れ
い

に
装
い
、
緊
張
し
な
が
ら
も
生

き
生
き
と
し
て
美
し
い
。
ち
な

み
に
七
隈
校
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
丸
田
正
博
会
長
は
抜

群
の
歌
唱
力
で
美
声
を
披
露
し

会
場
を
盛
り
あ
げ
、
拍
手
喝
采

を
浴
び
る
ス
タ
ー
だ
。

　

楽
器
も
い
ら
ず
、
自
分
の
喉

さ
え
丈
夫
で
あ
れ
ば
お
金
の
か

か
ら
な
い
カ
ラ
オ
ケ
は
、
本
当

に
お
手
軽
な
健
康
法
の
１
つ
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
認
知
症
に
な

ら
ぬ
よ
う
に
、
適
度
な
運
動
と

歌
を
歌
う
こ
と
で
健
康
を
保
ち

な
が
ら
、
輝
く
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ

を
楽
し
ん
で
送
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

「
初

し
ょ
し
ゅ
ん

春
の
令れ

い
げ
つ月

に
し
て

気き

よ淑
く
風

か
ぜ
や
わ
ら

和
ぎ

梅う
め

は
鏡
き
ょ
う
ぜ
ん
前
の
粉こ

を
披ひ
ら

き

蘭ら
ん

は
珮は
い
ご後
の
香こ
う

を
薫
か
お
ら
す
」

今年も多くの方に来場いただきました

春の訪れを感じます



（11） 第 6 8 号  ふ れ あ い

　

こ
の
た
び
は
「
ふ
れ
あ
い
」

の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
広
告

の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸

せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

願
っ
て
発
行
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚

誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

編
集
後
記

文
芸

俳　

句

　
堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ 

石
井
　
和
子（
76
）

山
里
の
世
代
を
担
っ
て
運
動
会

川　

柳

　
堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ 

石
井
　
和
子（
76
）

惚ぼ

け
入
り
て
文
明
の
利
器
も
て
あ
ま
す

　
田
島
校
区
　
第
6
桜
会 

山
野
井
　
豊
子（
90
）

サ
プ
リ
メ
ン
ト
色
々
並
べ
て
五
輪
待
つ

短　

歌

　
堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ 

石
井
　
和
子（
76
）

お
て
ん
婆ば

と
言
わ
れ
て
最も

は
や早
喜
寿
迎
え

　
　
亡は

は母
の
年
ま
で
三
十
年

　

私
は
静
岡
県
の
大
井
川
筋
の

出
身
で 

、
中
学
卒
業
後
は
浜

松
の
機
械
専
門
学
校
を
卒
業
し

ま
し
た
。

　

当
時
の
日
本
は
工
業
発
展
途

上
で
就
職
先
は
多
く
あ
り
、
大

半
の
生
徒
は
京
浜
工
業
地
帯
に

就
職
し
て
い
き
ま
し
た
。
し

か
し
私
は
10
代
の
少
年
に
し

て
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
工
場

で
は
な
く
技
術
を
身
に
付
け
自

分
の
工
場
を
持
つ
、
と
い
う
思

い
で
町
工
場
（
鉄
工
所
）
に
就

職
し
ま
し
た
。
し
か
し
自
分
の

思
う
よ
う
に
い
か
ず
2
年
で
退

職
し
、
そ
れ
か
ら
職
を
転
々
と

し
、
28
歳
の
時
に
義
兄
の
す
す

め
で
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
ク
1
つ
を

持
っ
て
夜
行
列
車
に
揺
ら
れ
、

博
多
駅
に
い
ま
し
た
。
当
時
駅

前
は
ビ
ル
が
3
棟
ほ
ど
あ
る
だ

け
で
回
り
は
空
き
地
、
街
の
感

じ
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
州

で
は
新
幹
線
が
開
通
し
て
い
る

の
に
、
石
炭
を
山
盛
り
に
し
た

貨
車
が
長
い
連
結
で
走
っ
て
い

ま
し
た
。
筑
豊
に
行
く
と
、
ま

だ
蒸
気
機
関
車
で
石
炭
を
運
ん

で
い
る
時
代
で
し
た
。

　

初
め
て
の
仕
事
は
城
南
区
別

府
で
の
建
築
土
木
（
主
に
ビ
ル

の
地
下
工
事
）
で
し
た
。
周
り

は
九
州
弁
の
九
州
男
児
。
気
性

の
激
し
い
人
ば
か
り
で
、
2
、

3
年
は
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

3
年
目
に
入
り
、義
兄
か
ら「
天

神
の
14
階
地
下
2
階
建
て
の
ビ

ル（
当
時
福
岡
で
最
高
の
高
さ
）

を
や
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、

少
し
怖
じ
気
づ
き
ま
し
た
が
、

先
輩
に
助
け
ら
れ
て
ど
う
に
か

無
事
に
で
き
ま
し
た
（
私
た
ち

の
請
け
負
う
部
分
は
地
下
の
掘

削
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
、
タ

　

爽
や
か
な
夏
、
暑
い
夏
、
食

べ
物
の
お
い
し
い
夏
⋮
、
皆
さ

ん
は
ど
ん
な
夏
が
好
き
で
す
か
。

　

今
年
も
本
格
的
な
夏
が
や
っ

て
き
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
「
ふ
れ
あ
い
」
第
68
号
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
広
報
部
員
は
皆
張

り
き
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
皆

様
へ
様
々
な
情
報
を
お
届
け
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
も
会
員
の
皆
様
か
ら
多

数
の
ご
投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
特
に
文
芸
作

品
（
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
な
ど
）

の
ご
投
稿
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

 

こ
の
広
報
紙
を
通
じ
て
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
や
楽
し
み
を
読
者
の

方
々
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

広
報
部
一
同

南
片
江
校
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長
　
山
本
　
嚴
（
78
）

城
南
区
に
感
謝

ワ
ー
ク
レ
ー
ン
組
み
立
て
、
足

場
等
）。

　

そ
の
後
少
し
自
信
が
つ
き
、

今
で
も
残
っ
て
い
る
、
サ
ン
パ

レ
ス
、
中
国
領
事
館
、
カ
テ
ド

ラ
ル
教
会
、
天
神
ツ
イ
ン
ビ
ル

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
建
築
を
請

け
負
い
ま
し
た
。
業
界
か
ら
は

優
秀
技
術
者
と
認
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
、
福
岡
に
来

て
よ
か
っ
た
、
城
南
区
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

退
職
後
、
城
南
区
で
何
か
で

き
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
時
に

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
会
を
誘
わ

れ
、
す
ぐ
入
会
し
ま
し
た
。
半

年
後
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
に

な
り
（
現
在
単
位
ク
ラ
ブ
各
種

事
業
を
合
わ
せ
た
年
間
参
加

者
累
計
は
約
1
，5
0
0
名
）、

少
し
は
地
域
の
高
齢
者
の
活
性

化
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
校
区
の

会
長
も
兼
任
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
用
事
で
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
、
少
し
南
片
江
校
区
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
ま
わ
し
、
校
区

の
活
性
化
に
少
し
で
も
役
立
て

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
、
そ
し
て
城
南
区

 

あ
り
が
と
う
。

〒 814-0192
城南区鳥飼 6‒1‒1 城南区役所１階
城南区シニアクラブ連合会事務局
 TEL：092-833-4107

● ふ れ あ い 原 稿 募 集 ●

次号令和 2年 1月 1日発行「ふれあい第 69号」
掲載原稿を募集します

締切：令和元年 9 月末
●クラブ活動、旅行記、郷土史、随想、
　文芸（俳句、短歌、川柳）
●写真もあわせてぜひお送りください。
　（写真はきれいなものをお願いします）
●クラブ名、氏名、年齢、連絡先を明記してください。
●縦書き原稿用紙400字詰、2枚以内
　（※楷書でお願いいたします。ワープロも可）

※ 紙面の都合上カット、見送りする場合があります。



第 6 8 号  ふ れ あ い （12）

「城南区シニアクラブ連合会 ふれあい」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されています

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

12
月
11
日
（
火
）、
城
南
体
育
館

に
て
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、山
本
会
長
よ
り「
皆

と
交
流
す
る
の
が
健
康
の
秘
訣
。
今

日
は
楽
し
く
、
多
く
の
方
と
交
流
し

て
く
だ
さ
い
」
と
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
大
会
で
は
参
加
者
97
名
が
8

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
ボ
ー
ル
入

れ
、
ス
プ
ー
ン
競
走
、
ド
リ
ブ
ル
競

走
、
お
宝
釣
り
ゲ
ー
ム
の
4
種
目
に

挑
み
、
皆
さ
ん
夢
中
に
な
っ
て
体
を

動
か
し
ま
し
た
。

　

個
人
競
技
だ
け
で
は
な
く
チ
ー
ム

競
技
も 

あ
り
、
チ
ー
ム
ご
と
に
力
を

合
わ
せ
て
応
援
し
合
う
な
ど
、
参
加

者
同
士
で
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
い

い
プ
レ
ー
が
起
こ
る
た
び
「
お
お

～
！
」
と
い
う
歓
声
が
わ
き
、
盛
り

あ
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。お宝釣りゲーム

ボール入れ

シニアスポーツ交流会

準備体操

スプーン競走 心
身
と
も
に
元
気

 

寒
さ
忘
れ
競
技
に
夢
中

リングに向かって力強く
ボールを投げます

ボールをテニス
ラケットに乗せ
て運びます

まずは体をほぐします

欲しい賞品を釣り竿で
釣り上げます

ドリブル競走

ボールをドリ
ブルしながら
運ぶリレーで
す


